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発刊にあたって

長崎県松浦市は平成 18年の一市二町の合併後、地域の活力の

基本といえる「人」に焦点をあてた政策の推進に努めています。

この政策の一つに、福岡都市圏と「人」の交流を掲げています。

交流は現在だけではなく、古来の人々も海や陸を介して中国大陸

や朝鮮半島との交流が行われていました。それらは、市内の各所

に所在する文化財が物語っています。

松浦市では各種開発と埋蔵文化財の保護・調整のための確認・

試掘調壺を、国庫補助事業として平成 7年度より継続して実施し

ています。本書は平成 21年度から平成 23年度に確認・試掘調

査を実施した報告です。

本書が埋蔵文化財保護への理解と認識を深める一助となるとと

もに学術研究の資料として広くご活用いただけましたら幸いに存

じます。

最後になりましたが、文化庁• 長崎県教育委員会及び関係者の

方々のご協力により本書を刊行することができましたことに対し

て、ここに心から謝意を表します。

平成 24年3月23日

長崎県松浦市教育委員会

教育長松尾 紘



例 言

1. 本書は、平成21年度から平成23年度にかけて実施した遺跡の確認・試掘調査の報告である。

2. 調査は、国庫補助及び県費補助を受けて松浦市教育委員会生涯学習課が主体となって実施した。

3. 調査及び本報告書作成にあたっては、長崎県教育委員会学芸文化課・同教育委員会佐世保文化財

調査事務所をはじめ、多くの方にご指導・ご協力を賜った。

4. 調査は平成21・22年度が松尾昭子、平成23年度は江上正高があたった。

5. 出土した遺物の実測・製図・拓影図の作成は宮崎朝美・江上、遺物の写真撮影は江上があたった。

なお、図版の縮尺は不統一である。

6. 本書で取り扱っている旧河道跡は、生活の場の一部であったため遺構の項で記載した。

7. 本書で用いた貿易陶磁器の器種分類及び編年観は、以下の文献に準拠した。

・ 『大宰府条坊跡XV』一陶磁器分類編ー 2000 太宰府市の文化財第49集 太宰府市教育委員会

8. 本書の執筆・編集は江上があたった。

9. 本書にかかわる出土遺物は、松浦市生涯学習センター（松浦市志佐町浦免1483番地 1)郷士資料

室で収蔵・保管・公開する予定である。



H 次
第 I幸 9まじめに . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . • . . . . . . . . . . . . 1 

1 . 調査に至る経緯.. • . . . • • • . • . • . • . . • . • . • • . • . • • . . • . . . . . . . . . • • • . • • • • . • . • . . . . • • • . • . • . 1 

2. 調究の組織.. . . . . • . . . • . • . . . . • • . • • . . . • . . • . • • • . • • . • . • • • . • • . . . • • • • . • . • . . . . • • • . • . . . 1 

第II章 地理的・歴史的環境................................................................3 

1 . 地理的環境・................................................................... 3 

2. 歴史的環境.........................................................、...........3 

第Il]章 平成21年度確認・試掘調査の概要.................................................... 5 

1 . 田口高野遺跡 5次 ・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・.......................................... 5 

2. 久保園遺跡 7次................................................................ 6 

3. 宮ノ下リ遺跡 7次 ................ . .•.. . ...................................... . . 9 

第W章 平成22年度確認・試掘調査の概要 ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ • ・ ・ ・ • ・ ・ ・ • ・ ・ • ・ ・ • ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・11 

1 . ぎぎが浜遺跡 ・・・・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・11 

2. 辻ノ尾遺跡 4次・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ • • • • ・ • • • ・ • • ・ ・ ・ • ・ ・ • • • • • ・ • ・ • • ・ ・ ・ • ・ • • ・ ・ ・ • ・ • • • ・ ・ ・ ・ • • • ・ ・ • ・ ・12 

3. 栢ノ木遺跡24次 ・・・・・・・・・・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • • ・ ・ ・ • ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 12 

第V章 平成23年度確認・試掘調査の概要・ • ・ • ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ • ・ • • ・ • ・ ・ • ・ ・ • • • ・ • • ・ • • • ・ ・ • • ・ • ・ • ・ • ・ • ・ ・ ・ ・15 

1 . 栢ノ木遺跡25次・ ・ ・ ・ ・ • • • ・ ・ ・ • ・ ・ ・ • ・ ・ • ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ • ・ • ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ • ・ • ・ ・ ・ ・ • ・ ・ • ・ • ・ • ・ ・ • ・ ・ ・15 

2. 辻ノ尾遺跡（隣接地）・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・19 

第VI幸まとめ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・21 

挿 図 目 次
第 1図 平成21年度から平成23年度所収遺跡位置図 第13図 7次調査区出土遺物 (l/ 3) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・10 

(1 /100,000) .... 2 第14図 ぎぎが浜遺跡位置図 (1/10,000) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・11 

第 2図 田口高野遺跡 5次位置図 (1/10,000) .... 5 第15図調査区設定圏 (1/600)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・11 

第 3図 5次調査区設定図 (1/600)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・5 第16図 調壺区土層図 (1/40) .................. 11 

第 4図 5次調壺区土層図 (1/40) .............. 5 第17図 辻ノ尾遺跡4次位置図 (1/10,000) ・ ・ ・ ・ ・ ・12 

第 5図 5次調査区出土遺物 (2/ 3) ............ 6 第18図 4次調企区設定図 (1/600)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・12 

第 6図 久保園遺跡 7次位置図 (1/10,000) ...... 6 第19図 栢ノ木遺跡24次位置図 (1/10,000) ・ ・ ・ ・ ・ ・12 

第 7図 7次調壺区設定図 (1/2,000) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・6 第20図 24次調査区設定図 (1/ 4,000) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・13 

第 8図 7 次調資区平面図•土庖図 (l /40) ...... 7 第21図 24次調査区平面図・土層図 (1/40) ・ ・ ・ ・ ・ ・13 

第 9図 7次調査区出土遺物 (1/ 3) ............ 8 第22図 24次調杏区出土遺物 (1/3、2/3) ・ ・ ・ ・14 

第10図 宮ノ下 リ遺跡7次位置固 (1/10,000) .... 9 第23図 栢ノ木遺跡25次位置図 (1/10,000) ・ ・ ・ ・ ・ ・15 

第11図 7次調査区設定閃 (1/1,000) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・9 第24図 25次調壺区設定図 (1/4,000) ............ 15 

第12図 7次調査区平面図・土陪図 (1/40) ...... 10 第25図 25次調壺区土層圏① (1 /40) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・16 



第26図 25次調査区平面図・土層図② (1/40) .... 17 

第27図 25次調査区出土遺物① (1 / 3、 1 / 1) .. 18 

第28図 25次調査区出土遺物② (2/3、1/ 3) .. 19 

第29図 辻ノ尾遺跡（隣接地）位置図 (1/10,000) ・ ・19 

第30図調壺区設定図 (1/3,000)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・20 

第31図 調壺区平面図・土層図 (1/40) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・20 

第32図 調査区出土遺物 (1/ 3) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・20 

第33図 栢ノ木遺跡19次から25次調査区配置図

(1 /3,000)・ ・ ・ ・22 

表 H 次
表 1 平成21年から平成23年度の法第93条・法第94条関係

届出等一覧表・・・・・・ 2 

表 2 遺物観察表① ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・23 

表 3 遺物観察表② ・・・・・・・・・ ・ • ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ 24 

表4 出土遺物一覧表① ・・・・・・・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ •·• ・ • ・ ・25 

表 5 出土遺物一覧表② • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ • • ・ ・26 

表 6 久保園遺跡 7次出土遺物組成表・・・・・・・・・・・・・・ 26

表 7 栢ノ木遺跡25次旧河道跡出土遺物組成表・・・・・・ 26

図版目次
図版 1 田口高野遺跡 5次遠景・ ・ • ・ ・ • ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ • ・ • ・ ・ ・28 

図版 2 田口高野遺跡 5次T1北壁土層 ・・・・・・・・・・・・ 28

図版 3 田口高野遺跡 5次TZ北壁土層・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・28 

図版4 田口高野遺跡 5次出土遺物 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 28 

図版 5 久保園遺跡 7次遠景・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ • ・ ・ ・28 

図版 6 久保園遺跡 7次T4北壁上層 ・・・・・・・・・・・・・・ 28 

図版 7 久保圏遺跡 7次T5Pl・2完掘状況・・・・・・ 28

図版 8 久保園遺跡 7次T5北壁土層・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・28 

図版 9 久保園遺跡 7次出土遺物① ・・・・・・・・・・・・・ ・・・29 

図版10 久保園遺跡 7次出土遺物② ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ • ・29 

図版11 久保園遺跡 7次出土遺物③ ・・・・・・・・・・・・・・・・ 29 

図版12 久保園遺跡 7次出土遺物④ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ • ・ • ・ ・ ・ ・29 

図版13 宮ノ下リ遺跡 7次Tl西壁士層 ・・・・・・・・・・・・ 29

図版14 宮ノ下リ遺跡 7次TZ西壁土層．．．．．．．．．ヽ ・・ 29

図版15 宮ノ下リ遺跡 7次T5西壁士層・・・・ ・ • ・ • ・ • ・ ・29 

図版16 宮ノ下リ遺跡 7次出土遺物 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 29 

図版17 ぎぎが浜遺跡遠景・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・30 

図版18 ぎぎが浜遺跡T1西壁土層・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ • ・ ・30 

図版19 辻ノ尾遺跡 4次遠景・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・30 

図版20 辻ノ尾遺跡 4次TZ西壁土層・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ • ・ ・30 

図版21 栢ノ木遺跡24次T3東壁土層・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・30 

図版22 栢ノ木遺跡24次T5遺構完掘状況・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・30 

図版23 栢ノ木遺跡24次T5落ち込み完掘状況......30 

図版24 栢ノ木遺跡24次T6遺構完掘状況・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・30 

図版25 栢ノ木遺跡24次出土遺物① ・・・・・・・・・ ・ • ・ ・ • ・ ・31 

図版26 栢ノ木遺跡24次出土遺物② ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・31 

固版27 栢ノ木遺跡24次出土遺物R................31 

図版28 栢ノ木遺跡25次遠景・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・31 

図版29 栢ノ木遺跡25次T17SR完掘状況・・・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・31 

図版30 栢ノ木遺跡25次Tl8東壁土層・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・31 

図版31 栢ノ木遺跡25次Tl9SR 1・2完掘状況....31 

図版32 栢ノ木遺跡25次T20完掘状況・ ・ ・ • ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・31 

図版33 栢ノ木遺跡25次出土遺物① ・・・・・・・・・ ・ • • ・ ・ ・ ・32 

図版34 栢ノ木遺跡25次出土遺物② ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ • ・ ・32 

図版35 栢ノ木遺跡24次・ 25次出土遺物・・・・・・・・・・・ ・32

図版36 辻ノ尾遣跡（隣接地） T 1風倒木完掘状況..32 

図版37 辻ノ尾遺跡（隣接地） T 2 VI層完掘状況....32 

図版38 辻ノ尾遺跡（隣接地） T3完掘状況・・......32 

図版39 辻ノ尾遺跡（隣接地） T4完掘状況・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・32 

図版40 辻ノ尾遺跡（隣接地） 出土遺物・・・・・・・・・・..32 



第 1章はじめに

1 . 調査に至る経緯（第 1図 表 1)

松浦市における埋蔵文化財保護行政は、長崎県教育委員会の指導のもと、文化財保護法に基づき立

会調査や確認調介など積極的に対応している。その成果もあり、現在では開発行為を行う際の事前に

文化財保護に関する照会や届出の増加は埋蔵文化財の周知が整いつつある。

平成21年度の法第93条・法第94条関係届出等の件数は16件で、このうち国庫補助・県費補助事業

（以下、補助事業という）関係で実施した確認調査件数は、 3件である。

平成22年度の法第93条・法第94条関係届出等の件数は 9件で、このうち国庫補助・県費補助事業

（以下、補助事業という）関係で実施した確認調査件数は、 3件である。

平成23年度の法第93条・法第94条関係届出等の件数は10件で、このうち国庫補助・県費補助事業

（以下、補助事業という）関係で実施した確認調査件数は、 2件である。

3年間の傾向として市域では公共事業は減少する傾向を示しているが、民間開発事業の行為は増加

の傾向を示している。また、県教育委員会による西九州自動車道建設に伴う確認調査や本調査が行わ

れている。市街地周辺部の照会の増加傾向は、開発が進んでいることの現われである。

2. 調査の組織（敬称略す）

調査主休

教育長

生涯学習課長

課長補佐

生涯学習 課主幹

文化財室文化財係

整理補助員

松浦市教育委員会事務局（平成21年 4月1日～平成24年 3月31日）

松尾紘 教育次長今西誠司

神田稔（平成22年3月31日まで）・辻 嘉文（平成22年4月1日から）

中田 敦之（平成23年12月31日まで）

（兼文化財室文化財係長・兼社会教育主事・兼学芸員）

中田 敦之（平成24年 1月1日から）（兼文化財室長・兼学芸員）

松尾 昭子（学芸員）（平成23年 9月30日まで）・服部浩史

明石拡子（平成22年 4 月 1 日から）• 江上正高（平成23年6月1日から）

宮崎朝美・福寿幸子・吉野貴子

調査参加者 石黒小夜子・川久保義之・坂本秀則・里森知恵子・崎田政子・田中稔・末永民子

竹山勝治・田崎今朝市・田代タミ子・田中節子・田中幸江• 田中佐恵子・冨本敏子

原葉子・中島カズ子• 前田数子・前田義孝・増本義隆・ 森淑子・松本由紀

増本ツギ子・松永セッヱ• 松永ヒデミ• 松永チェ子・森山浩一郎・筒井文夫

森山八重美・吉田末千子・渡口米子・渡口洋子・池田正子・高橋美保子・須藤幸広

調査協力者 久保川清・松崎康夫・辻竹司・辻竹信ー・北川浩幸・中川五一郎・猪口榮

北川登・戸山政行・松永貞夫・社団法人長崎県港湾漁港建設業協会

（株）グットハウス・ （株）エヌ・ティ・ティ・ドコモ
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番号 逍跡名

1 田口裔野遥跡

2 辻ノ尾逍跡

3 辻ノ尾追跡（隣接地）

4 久保圏遺跡 -;. 

5 宮ノ下リ追跡

6 栢ノ木迎跡

7 ぎぎが浜追跡

... -~ 

年度 選名 届出地 平菜内容 平粟．屯 処酋
21 八幡山城跡 今福町東免 迫路廷設 国土夕通省 発掘謂企

中ノ瀬遺跡 今福町涌免 道路建設 国土交通省 発掘調査

中ノ瀬遺跡 今福町浦免 排土置き場 長崎県 慎巫工事
アカニタ遺跡 御厨町板橋免150番地 堤1本改良 艮騎県 慎重工事

jゞ 岳古品 御厨町普住免379番地 l 地籍調査 松浦市 慎巫工'Ji
久保圃遠跡 志佐町兜免199 註車楊建設 個人 確認調査

古園迅跡 謂川町中免赤坂 ボーリング調査 長崎県 慎巫J研
久俣1虹洪跡 志佐町里免238番地 1 共同在宅建設 個人 確認調査

庖島海底遺跡 鷹島町中」泊免地た公有水面他 土砂採取 社団法人 慎巫工事

辻ノ尾i出怖 志佐町涌免738番地］ 校舎改築 長9分県 確認．濁査

今福遠跡 今福町孔坂免 迫建設 国土交通省 発掘間杏

牟WI也J::.沿跡 星廊町牟田免399番地 l 駐車楊建設 個人 立会訊I企
中ノ瀬遺跡 今福町束免 道路・配露建設 国土交通省 慎巫工'.J;
宮ノ下リ遺跡 志佐町見免94番地］他 共同住宅建設 個人 試掘開杏

辻ノ尾迅跡 志佐町浦免465番地他 学校体育館建設 松i前市 慎重1.事
田口高野遺跡 御厨町西田免402番地 l 個人止宅 個人 確認調査

辻ノ尾遅跡 志佐町油免808薔地 倉邸建設 松浦市 慎瓜工事

22 今福遺跡 今福町T坂免 道路建設 団七交孤省 始掘調査

辻ノ厄酒跡 志佐町浦免808描地 1本育館建設 松浦市 確認調査

板橋経塚 御厨町板橋免教板 地籍調査 松柿市 槙巫工平
辻ノ／も遺跡 志佐町涌免738番地 1 校合改笙 長崎県 慎重工事

中ノ瀬止は！ 今福町浦免 排土置き場 長崎県 慎重工事
膨島海底泄跡 戌島町-—里免2153番地 茂岸建設 長崎県 恨巫工市
ぎぎが浜遺跡 今福町北免670番地 携帯霊話甚地局建設 NTT 確認調査

栢ノ木遺跡 志佐町庄野免802番地2他 範囲確認調査 松浦市 確認調丘

23 八幡IIJ城跡 今福町束免 迫路建設 回土交通省 梢重rJ;
中ノ瀕il'l.跡 今福町浦免 排土晋き楊 :l,t:'.J!j県 恒屯工事

今福遺跡 今椙町仏坂免 迅路建設 同土交通省 兌掘汎五

ぎぎがi凡岱跡 今福町北免□11EE1他 地貨調脊 松浦市 慎煎工：t，
北平逍跡 今福町北免北平 地桔調査 松前rli 慎巫．エ叩
i酋場遠跡 今福町北免上渦場1也 地栢調査 松湘市 慎巫工事
辻ノ尾逍拗； 志佐町油免808番地 体育館建設 松澗rlr 恨正工平
栢ノ木遺跡 志佐町庄野免769番地 2他 範囲確認聘査 松浦市 確認調査

迂ノ尼遣跡（隣接j血） 志佐町里免530番地 1他 宅地造成 個人 試掘調査
中ノ瀬遺跡 今福町浦免 迫路建註 国土交通省 慎重工事

表 1 平成21年度から平成23年度の法第93条・法第94条関係届出等一覧表
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第II章地理的・歴史的環境

1 . 地理的環境

長崎県本土の北端に位置する松浦市は九州島の西北部、北松浦半島の北部に位骰し、黒島・鷹島・

福島・飛島・青島などの島々から構成される。市域は南に山麓、北に海域に接する「南高北底Jの地

勢を呈する。この山麓が県・市境となり西側を平戸市、南側を佐世保市、東側を佐賀県伊万里市と接

する東西に長い市域である。県境は国見山 (776m) を最高峰に、八天岳から隠居岳と南北に続き、

北と西に標高を下げながら海へ没する。

市域の地形は、溶岩台地• 第三紀層・沖積層．洪積層と大きく 4つに分類される。まず、玄武岩の

溶岩台地が山麓に展開する。この台地は北松浦半島全域を覆い、北松浦玄武岩としてキャップロック

構造を呈する。次に第三紀（佐世保層群• 福井層）層は、緩やかな起伏をもつ砂岩や泥岩で堆積し市

域の基盤を形成するが、主に山麓に展開する。北松浦半島一帯は北松炭田として昭和30(1950)年代

に栄えたが、炭田は狭炭層を含む第三紀層と砂礫層の互層から形成されているため、一方で地すべり

の多発地帯でもある。これは「北松型地すべり」と呼称されているが、キャップロック状に玄武岩が

一帯を覆っているため、降雨時は不整合に覆う砂礫層との間に貯留層となり誘発している。そして沖

積層は、志佐川（約11.5km)流域で最も展開がみられるが、今福川（約1.8km)流域において確認でき

る。しかし、流域に沿った細長い様相を呈し河口では三角江を形成するものの、市全域で平地は限ら

れる。これらの河川は、上流から下流までの長さが短く急傾斜地を流れる。そのため、第三紀層を削

り幾度となく氾濫している。洪積層（段丘）は志佐川流域にて展開が確認できる。市域の北側の海域

に位置する鷹島・福島等の島々の地質は、玄武岩と第三紀層に分類される。

2 歴史的環境

本市の歴史は旧石器時代より人々が活動した痕跡がうかがえる。ここでは時代ごとに述べる。

旧石器時代は46箇所の遺物散布地が確認される。これまでナイフ形石器などが各遺跡より出士し、

後期旧石器時代に比定される。市域西部に位置する田口高野遺跡はAT火山灰が確認され、台形石器

やナイフ形石器が出土する。しかし、本市の地形的要因の作用が強いため、 二次堆積などより出土す

る例が多く、遺物包含層が検出されていない。このため、その確認が課題である。

縄文時代は94箇所が市全域において確認される。田口高野遺跡は鬼界アカホヤ火山灰が確認される。

下谷遺跡は21基のドングリ貯蔵穴跡や土坑跡が確認される。また、鈴桶型石刃技法より産出された腰

岳産黒曜石製品が多数確認されている。鷹島海底遺跡で早期前葉の押型文土器、宮ノ下リ遺跡で晩期、

今福遺跡で後・晩期の土器が出土するが、遺物包含層の検出は限られる。

弥生時代から古代の遺跡の数は限られるが、これは、河川域とそこに展開する沖積地やその周辺に

生産基盤を求めた結果と捉えられる。弥生時代は市域中心部に位置する志佐川流域で、栢ノ木遺跡が

前期後半頃に甕棺墓・石棺墓の墓域を形成し、後期前半には内行花文鏡やガラス玉を持つ集団と形成
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がうかがえる。また、対岸に位置する久保固遺跡は、中期の甕棺墓が確認される。市域西部に位置す

る池田遺跡は、中期の甕棺墓が確認されている。市域東部に位置する今福川流域の中ノ瀬遺跡では中

期の円形住居跡で確認され、丘陵上に集落が営んだことが確認される。

古墳時代は市域西部に小嶋古墳群、福島の横島古墳や小島古墳、鷹島の薫崎鬼塚古墳や宝ヶ峯 1号

から 3サ墳が築造される。いずれも横穴式石室を用いる円墳で、後期占墳に位置づけられる。 ーカ、

集落は宮ノ下リ遺跡より 4世紀後半~5世紀代の竪穴式住居跡、栢ノ木遺跡より 6恨紀後半、今福遺

跡で 4世紀初頭頃と 6世紀後半の上師器や須恵器が出土する。

古代は明確な遺構は確認されていないものの宮ノ下リ遺跡・久保園遺跡・今福遺跡より、緑釉陶器

培や越州窯系青磁碗が出土する。今後の調査において、明確な遺跡の位置づけが求められる。

中世は市域中心部に位置する楼楷田遺跡で12世紀頃の墓城や掘立柱建物跡が確認され、出土遺物よ

り人々の往来がうかがえる。今福川流域の中ノ瀬遺跡で木棺墓や土城墓、対岸の今幅遺跡で11世紀後

半から14世紀中頃の土師器、中国産や朝鮮産の貿易陶磁器などが出土する。城館跡は市全域に展開す

る。志佐川流域では陣内城跡が築かれる。市域東部に位置する史跡松浦党梶谷城跡は標高約197mの

城山山頂部に楕円状に主郭を設け、外周に段築と石垣からなる山城跡である。石垣の構築技法などか

ら豊巨政権の文禄・慶長の役に伴う改槃様相を示す。遺物の主体は15世紀後半から 17世紀前半の陶磁

器類が確認される。また、同じく市域東部に位置する八幡山城跡は、大きく北部の区域（北城）と南

部の区域（南城）に分かれる。遺構は尾根筋を取り囲む切岸が配置される特異な構造を呈する。北部

の区域は出土遺物より、 15世紀から16世紀後半頃に位置付けられる。 一方、南部の区域は曲輪・切岸

を中心とした一般的な形態を呈し、同一丘陵上で構造の違う城郭跡が確認されている。鷹島海底遺跡

は文献資料と考古資料が一致し、海底とシルト質の土壌に堆積した自然的条件などにより良好な状況

で保たれた稀有な事象及び歴史的・軍事史的にも貴重な資料を提供する遺跡である。

近世は集落や近世墓が楼楷田遺跡・池田遺跡・中ノ瀬遺跡、生産遺跡が松浦皿山窯跡で確認される。

市域は平戸藩領に属するが、平戸ー伊万里間に平戸街道御厨筋の設置、今福では寛永十二 (1635)年

に分地、寛政二 (1790)年に押役所の設置など、藩の重要な機関及び交通の要所として認識される。

産業では干拓や寛延二 (1749)年に赤岩炭坑の採掘が行われ、人口の増加が確認できるものの、自然

災害も頻発した記録が残る。

近・現代は明治 4 (1871)年の廃藩罹県により平戸県、同年に長崎県、郡制施行で北松浦郡の管轄

となる。この時期も炭坑採掘• 干拓が継続して行われるが、炭鉱はエネルギー革命の影岬を受けて昭

和42(1967)年を最後に市域全ての炭坑が閉山している。そして、平成18(2006)年 1月1日に松浦

市・北松浦郡鷹島町・同郡福島町を廃して「松浦市」が設置される。
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第rn章 平成21年度確認・試掘調査の概要

平成21年度に確認・試掘調査を実施した田口高野遺跡 5次、久保園遺跡 7次、宮ノ下リ遺跡 7次に

ついて概説する。

1 . 田口高野遺跡5次（第2図～第5図 表2・表4 図版 1~図版4)

立地

本遺跡は松浦市の西部、御厨町西木場免の標高35mから40mの玄武岩台地上に立地する。本遺跡の

東側にはドングリ貯蔵穴と鈴桶型石刃技法による多量の

剥片が確認された下谷遺跡が立地する。

調査

8月18日付にて個人住宅の宅地造成の届出を受け、周

知の埋蔵文化財包蔵地内であるため範囲確認調査を実施

した。調査区 (T)の設定は、建設予定地の 2箇所に設

け、 T1は2mX3mの6m2、T2は2mX2mの4m2 

を設定し、計10面を人力掘削による調査を実施した。

検出遺構

Tlは耕作土・埋土を取り除くと粘性の風化土を、 T

2は耕作土を取り除くと黄褐色や赤褐色の風化土が確認

したものの各調介区より遺構は認められなかった。 第2図 田口高野遺跡5次位置図 (1/10,000) 

/
＼
‘
―
 

゜
第 3図 5次調査区設定固 (1/600) 

T 1 北壁 L H =39, 200m 

I 耕作土 n 埋土 皿暗褐色粘質土

w 黄褐色粘質風化土 V 灰色粘質風化土 VI 赤褐色粘費風化土

T2 南壁 L H =39, 200m 

、一
~ 一

J

J

 
I 耕作土 n 赤褐色粘質土（風化土尾）

゜
Im 

第 4図 5次調査区土層図 (1/40) 
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出土遺物

i 璽 1は刃部が欠損する黒曜石製のナイフ形石器である。

~1 ピ rm

第5図 5次調査区出土遺物

(2/3) 

2. 久保園遺跡7次（第6図～第9図 表2・表4・表6 図版5~図版12)

立地

本遺跡は松浦市の中心部を流れる志佐川に沿って南北に延びた河岸段丘の北端に位置する。標高は

10mから15mの中位河岸段丘上に立地する。

調査

6月17日付にて共同住宅建設、 7月21日付にて駐車場建設の届出を受け、周知の埋蔵文化財包蔵地

内であるため範囲確認調査を実施した。調壺区

(T) の設定は 2地点に分かれ、 T1・T 2は2

mX3mの6m2、T3から T5は2mX2mの4

面の 5箇所に設定し、計24面を人力掘削による調

査を実施した。

検出遺構

Tlから T3は耕作土を取り除くと粘質土のm

層を確認した。 T1・T 2のW層より柱穴跡を確

認したが、プランも定かでない。 T4とT5は耕

作土・床士を取り除くと黒褐色粘質土の皿層と礫

が混入する W層を確認した。これらの層は、遺物

包含層として確認した。 第6図 久保園遺跡7次位置図 (1/10,000) 

第7図 7次調査区設定図 (1/2, 000) 
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出土遺物

1 ~4・6~11・13~17・19は口縁部が残存する土師器の杯である。色調は橙色が大半を占める。

5・12・18は土師器の小ID1である。外底は回転糸切りが施される。 20は断面が逆三角形の高台部が残

存する土師器の婉である。 21は口縁部から胴部が、 22は胴部が残存する鍔付の土鍋である。鍔の断面

は方形を呈し、胴部内・外面の調整はハケを施す。 23・24は黒色土器の婉である。 25・26は瓦器の婉

である。内面に暗文が認められる。 27~32は白磁の碗である。 33~35は白磁のID1である。 36~39・41

は龍泉窯系青磁の碗である。 40・42は龍泉窯系青磁の杯である。 43は高麗青磁の碗である。 44は高麗

T 1 北壁 LH=13.800m T 2 北壁

＝ ロI 耕作土 ll 暗黄褐色粘質土
m 灰褐色粘質土 (ITよりも粘質） IV 明黄灰色土（地山）

~0 

◎ 

Po 

L H =13. 600m 

I 耕作土 11 灰褐色粘質土（鉄分含む） 皿 青灰色土（地山）

T3 北壁 L H =13. 600m 

~-----=~1 

I 耕作土
11 灰褐色粘質土
皿 砂礫混灰褐色土（暗渠施設）

I 耕作土（表土） 11 明黄赤褐色粘質土（床土）
m 黒褐色粘質土
IV 暗褐色混礫質土（包含層）
v 暗黄灰褐色土（地山）

富

T4 北壁 L H =6. 800m T 5 北壁

応

L H =6. 800m 

I 

I 耕作土（表土）
11 明黄赤褐色粘質土（床土）
皿 黒褐色粘質土 IV 暗褐色混礫質土（包含層）

◎
邑の。 ゜ 4

¥
+
|
 

゜
?._m 

第 8固 7次調査区平面図・土層図 (1/40) 
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陶器で、小片のため部位は不明である。 45は中国産と考えられる陶器で、小片のため部位は不明であ

る。内・外面は回転ナデ形成が認められ、内面に透明釉が施される。 46は朝鮮産と考えられる陶器で、

小片のため部位は不明である。内・外面に水挽き技法が認められ、外面は施釉、内面は露胎が認めら

れる。 47は上面の一部が欠損する窯道具である。上面には釉の付着は認められず、上面以外でガラス

質状を呈する。

3 宮ノ下リ遺跡7次（第10図～第13図 表2・表4 図版13~図版16)

立地

本遺跡は松浦市の中心部を北流する志佐川の右岸、森野川両岸の水田部に位置する。これらの河川

は、河道が分流して二又川となっていたと推測される。標高は 4mから 5mの中州状の微高地に立地

する。

調査

2月9日付にて共同住宅建設工事の届出を受け

て、範囲確認調査を実施した。調査区 (T) は森

野川を挟んだ 2地点に分かれ、 2mX3mの6m2 

を9箇所に設定し、計54面を人力掘削による調査

を実施した。

検出遺構

T 1から T3は耕作土・埋土を取り除くと、粘

質土と砂質土の堆積が認められた。T4・T 5は

耕作土・埋土を取り除くと砂質土・砂礫土、 T6

は粘質土の堆積が認められた。なお、 T4よりプ 第10図 宮ノ下リ遺跡7次位置図 (1/10,000) 

ランが定かでない柱穴跡が確認された。 T

7~T9は耕作土・埋土を取り除くと粘質

土が認められた。これらの堆積状況より、

粘質土と砂質土の河川による堆積土と考え

られる。

出土遺物

1は口縁部から胴部が残存する縄文土器

の粗製の深鉢で、器面は粗い条痕が施され

る。 2は口縁部が残存する土師器の小皿で

ある。 3は高台が残存する土師器の婉であ

る。高台は「ハJ字形に広がる。 4は高台

部が残存する白磁の碗、 5は口縁部に輪花

0 20m 

I II I II' I 

ー
ビ

1E1
 

[I
 

戸

1Te.
 

TB.
 

森野川

第11図 7次調査区設定図 (1/1, 000) 
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が施された白磁の皿である。

付の碗である。

6は口縁部が残存する龍泉窯系青磁の碗である。7は高台が残存する染

T 1 東壁 L H =4 600m 

I
I
V
 

耕作土 1I 
灰褐色粘質土

暗渠 ＼ 

¥ V -¥._ ---------- I 

灰褐色粘臼土 皿 赤褐色砂礫土（埋土）
V 灰褐色粘質土 V' 灰褐色粘質土

T7 北壁 L H =4 400m 

Ill
-

IV 

「―--------------1
1 耕作土

皿褐色砂質土

T9 北壁 L H=4.400m 

11 灰褐色粘質土

IV 茶褐色粘質土

＞
 

I
m
v
 

耕作土 11 灰褐色粘質土 砂混じり
暗褐色砂礫土（埋土） W 灰橙色粘砂質土
黄橙色粘阿土～灰褐色粘質土

。
2m  

第12図 7次調査区平面固・土層図 (1/40) 

T 2 東壁

I
N
V
i
l
 

LH=4 800m 

VII 

IX 

----------------
耕作土 11 灰褐色粘阿土 m 赤褐色土（埋土）

暗褐色粘質土 v 褐色砂質土 VI 暗灰褐色粘質土
暗赤褐色粘砂質土 vm 黄灰褐色粘質土 IX 赤褐色砂礫土

T4 ~ 碧 L H=4.800m 

V 

--------
-------✓v' , 

I 耕作土 n 灰裕色粘質土 m 灰褐色砂費土（埋土）
IV 褐色砂層 v 橙色混灰褐色粘砂質土 VI 暗褐色粘砂質土 Pit 1 

Pit 1 
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第13図 7次調査区出土遺物 (1/3) 
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第W章 平成22年度確認・試掘調在の概要

平成22年度に確認・試掘調査を実施したぎぎが浜遺跡、辻ノ尾遺跡 4次、栢ノ木遺跡24次について

概説する。

1 . 

立

ききが浜遺跡

（第14図～第16図

地

図版17・図版18)

本遺跡は松浦市の東部、金井崎半島の西側の砂浜

に位置する。

調 査

12月27日付にて携帯電話基地局建設の届出を受け、

周知の埋蔵文化財包蔵地内のため範囲確認調査を実

施した。調査区 (T) は計 1箇所に 2mX2mの4

面を設定し、人力掘削による調壺を実施した。

~ 

＼
 

「 n
11 ゜

!Om 

第15図 調査区設定図 (1/600) 

T 1 西壁

I
n
m
l
V
V
V
l
v
n
 

L H =3.600m 

表土
茶褐色砂恩 小石が少し混じる

灰白色風化砂礫混砂礫

（風化砂岩、風化粘板岩の砂礫）

暗褐色砂層（炭化物混じり）

暗黄褐色砂層

淡褐色砂層

白濁淡褐色砂層（少ししまりが悪い）

゜
2_m 

第16図 調査区土層図 (1/40) 
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検出遺構

表土を取り除くと砂礫層と砂層の堆積が認めら

れたが、遺構は認められなかった。

出土遺物

遺物の出土は確認できなかった。

2. 辻ノ尾遺跡4次

（第17図・第18図表4 図版19・ 図版20)

立地

本遺跡は市中心部の洪積台地上に位置し、標商

10mから25mに立地する。

調査

12月24日付にて松浦市立志佐中学校屋

内運動場建て替え工事の通知を受け、周

知の埋蔵文化財包蔵地内のため範囲確認

調査を実施した。調査区 (T) は建設予

定地内に 2mX3mの6面を10箇所に設

定し、計60面を人力掘削による調在を実

施した。

検出遺構

遺構は確認できなかった。

出土遺物

黒曜石製剥片、近代土製品が出土した。

第17図 辻ノ尾遺跡4次位置図 (1/10,000) 

「―

•Tg 
●
T
 

~ ~ --T5  T4  - ~ T 1 

-TB
 

~ ~ 
0 10m 
I I 

第18囮 4次調査区設定図 (1/600) 

3. 栢ノ木遺跡24次（第19図～第22図表2~表

4 図版21~図版27・図版35)

立地

本遺跡は松浦市の中心部に位置し、志佐川下流

域左岸の標裔 6mから32mに位置し、北流する志

佐川によって形成された沖積地と、志佐川に注ぐ

支流である佐々山川と庄野川によって形成された

河岸段丘上に立地する。調壺地点は庄野川右岸に

位置する。

第19図 栢ノ木遺跡24次位置図 (1/10,000) 
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調査

調壺区 (T) は2mX4mの8面を 9箇所設定し、

計72面を人力掘削による調査を実施した。

検出遺構

＼ 
T 1から T4・T 7・T 9・TlOでは、明確な遺

構は確認できなかった。 T5は柱穴跡と落ち込み、

T6は柱穴跡が検出された。

出土遺物

1は口縁部から胴部が残存する弥生土器の甕であ

る。胴部外面はタテハケが認められる。 2は口縁部

から胴部が残存する弥生土器の甕である。口唇部は

上方を向く。 3は上げ底状を呈する弥生土器の甕底

部である。 4は底部が残存する弥生土器の壺である。

5は外面に四条の横走する沈線、内面はナデが施さ

れる弥生土器の器台胴部である。 6は須恵器の臆と

考えられる。 7は口縁部が残存する東播磨系須恵器

の捏鉢である。 8は白磁の碗である。 9は高台部が

残存する白磁の碗である。見込みの釉は、環状に掻

き取る。 10は白磁の皿である。 11は口縁部が残存す

る同安窯系青磁の碗である。 12は同安窯系青磁の皿

である。 13は口縁部が残存する高麗系青磁の碗であ

る。 14は陶器で、形状より碗又は貯蔵具と考えられ 第20図 24次鯛査区設定図 (1/4, 000) 

TS 

吝

I 耕作土

11 暗褐色土
111 黄褐色土
w 黄灰褐色粘質土
V 灰色粘質土
VI 茶褐色粘質（旧河道跡と考えられる）
Vll 暗褐色粘質（旧河道跡と考えられる）
w 黄灰褐色粘質土

。
2
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る。 15は滑石製品で、鍔付型石鍋である。ススの付着は、鍔の平坦部まで認められる。 16・17は頁岩

製の扁平片刃石斧である。 18は黒曜石製の無茎の石鏃である。 19は黒曜石製の無茎の石鏃である。 20

は黒曜石製の凹基式の石鏃である。 21は安山岩製の凹基式の石鏃である。22は黒曜石製の二次加工剥

片である。上端には袂りが認められる。 23は玄武岩製の磨石である。器面に使用擦過痕が認められる。

24は木製品で、器種は不明である u 一面に加工痕が認められる。
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第V章 平成23年度確認・試掘調査の概要

平成23年度の国庫補助を受けて確認・試掘調査を実施した栢ノ木遺跡25次、辻ノ尾遺跡（隣接地）

について概説する。

1 . 栢ノ木遺跡25次（第23図～第28図表3~表

5・表7 図版28~図版35)

立地

本遺跡は松浦市の中心部に位置し、志佐川下流

域左岸の標高 6mから32mの沖積地に立地する。

調査地点は庄野川右岸に位置し、本遺跡範囲の北

域にあたる。

調査

本年度の調壺は24次調査に引き続き、遺跡範囲

を確認するため実施した。調査地点は24次調査地

点より北東側と24次調査地点で確認された遺構の

詳細の把握が目的である。調査区 (T) は2mX

4mの 8面を20箇所設定し、計160面を人力掘削

による調査を実施した。

検出遺構

Tlから T4は旧水田とそれに伴う遺構と洪水

による堆積層が認められ、出土遺物より近世以降

に位置付けられる。 T5から Tl3・T15・T16は

耕作土・床土・旧水田を取り除くと湧水が激しく、

掘削深度が捗らなかった。これらの旧水田は砂質

土で、河川の堆積土を利用した耕作地が展開して

いたことが考えられる。 Tl4・Tl7から T20は旧

河道跡と考えられる有機物を含む堆積層、砂層と

粘質土層の葉理が認められる。それらはT14がVIII

層、 T17はVII層、 Tl8はVII層から IX層、 T19はVII

層から X層にあたる。 T20は耕作土・床土・旧水

田を取り除くと礫層が認められ、調査区北側でト

レンチ掘削による下層の確認を行って、地山と判

断した。

第23図 栢ノ木遺跡25次位醤図 (1/10,000) 

＼
 

4
 

T

、ァ

第24図 25次調査区設定因 (1/4, 000) 
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出土遺物

1は底部から体部への立ち上がりが残存する土師器の婉である。内・外面は摩滅が著しいが、外底

は回転ヘラ切りの痕跡がうかがえる。 2は口縁部が丸い須恵器の蓋である。天井部は回転ヘラ切り後、

不定方向のナデが施される。 3は口唇部にキザミが施される弥生土器の甕である。 4は口唇部にキザ

ミが施される弥生土器の甕である。 5は弥生土器の甕である。 6は断面が隅丸方形の突帯を口唇部に

貼り付けた弥生土器の壺である。 7は低い上げ底を呈する弥生士器の底部である。 8は低い上げ底状

を呈する弥生土器の底部である。 9は穿孔が2箇所認められる玄武岩製の石包丁である。穿孔は表・

T 1 西壁 L H =6,300m 

11
-
Ill 

＞
 

1V 

I 耕作土
n 旧水田
皿 1日床土
IV 暗渠
v 旧水田
VI 旧水田（近世以降）
vn 10YR4/1 褐灰色粘質土 鉄分が斑状に沈着する。

VI 

Vi[ 

T2 西壁 LH=6 300m 

」
」
_-」

ll
-111

＿＂ 
I 

T¥4 東壁 LH=7 000m T14 南壁

」
-」

二
翌

VJl 口
I 耕作土
11 床土
m 旧水田
w 旧水田
V 10YR5/1 褐色砂質土 鉄分・マンガンが沈慧する

洪水堆租層．
VI 暗渠
Vll 2. 5YR4/1 黄褐色粘質土 鉄分が管状に沈着する。

L H =7.000m 

IX 

I 耕作土 11 床 土 m 旧水田 IV 旧畦畔 v 旧耕作土 VI 床土 VII 2. 5Y5/1黄灰色粘質土 砂費土が斑状に堆積し、鉄分が管状する．

¥lil 2. 5Y4/1黄灰色粘質土 自然木が堆積する。黒曜石製剥片が出土。 IX 5G5/1緑灰色砂質土 </> 2cm程の自然礫を含み、しまりがある。 X 畦畔跡

TIS 東聾 L H =8_ 600m T 18 南壁 L H =8 600m 

三T18 1 耕作土 1I 床 土 m 旧耕作土 w 旧耕作土
V 5YR4/1褐灰色粘質土 粒子が細かく、 1V層の床土と考えられる，

VI 6YR5/1黒褐色粘質土 鉄分が斑状に沈着する．砂質土が多く含まれ~ 近世水田跡の可能性が高い。

W 5Y6/1灰色砂質土 砂質土の固まりが見られ、シルト質土に近い。

V1Il 5Y6/1灰色砂礫土 </> 10-20cmの礫、 </>l~6cmが見られる． ｝旧河道跡
IX 5Y6/1灰色粘質土 炭化物を含む。西壁はグライ化 (5G6/1紐灰色粘閃土）が見られる。 m 
T20 
1 耕作土 1I 床 土 ill I日水田 IV 7 5YR4/1褐灰色粘質土 q,lcm-拳大の礫を含む。
v 礫層 V 63 (/J 

o 2,.,, - - - - -
I 

T20 南壁 L H =9. 200m 

第25図 25次調査区土層図① (1 /40) 
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裏面から施され、刃部は片刃である。 10は口唇部に刻み目を施す弥生土器の甕である。 11は如意形口

T17 南壁 LH-8 OOOm T17 北壁 L H .a.:8, 000m 
T17 

ll 

＼ I I I 

1 II 
I I I I 

且 . ¥ I 11 

~ 

VI 

1' 
...!lL 

T17 東壁 L H =8.000m 

L t D 
互

II II 

w 

II 

'Ill VJ 

T17 西壁

VII 

I //~ ＇ L H-8.000m 

． 

I 耕作土 11 床土 II, 攪乱 m 埋土 w 埋土 V 5Y6/1灰色粘質土
VI 10YR6/1褐灰色粘質土 マンガン・鉄分が管状に沈潜。土質はシルト質に近い。 (N層出土遺物）
VII 10YR5/1褐灰色粘賃土 マンガン・鉄分が管状に沈茫。粘性が強い。 (V層出土遺物）
VII 10YR7/1灰白色砂買土 ¢3-5面と粒子が大きく、鉄分が沈着する。 (V層出土遺物）
IX 10YR6/1褐灰色砂礫土 拳大-¢2-3mnの礫を含み、粒子が粗いo VII・IXの地山。 18河道跡河床と

考えられる。北側で排水を兼ねたトレンチ掘削では、深度15cm程まで1Xが
続き、砂質土へ変わる。

T19 

T19 北壁 L H=9. 200m T 19 阿” L H =9. 200m 

皿

XI 

~~---=-~ ニニニ］
一→I - - l IX 

T19 西壁 L H =9.200m 

I 

m 

W VI V 

／ 

I 

___ .,,--~ 

T19 東壁

亨 XI 

三ゴ
ー

L H =9, 200m 

1 耕作土 II 床土 皿 旧耕作土 W 旧耕作土 V I日耕作土 VI 旧畦畔
vn N4/1 灰色粘質土 鉄分を少量含み、粘性が強い。
暉 N4/1 灰色粘質土 vnより粘性が強い g

} SR  1 

IX N4/1 灰色粘貫土 有機杓を含み、粘性が強い。 (VJ隅出土退物） ｝ 
X 10BG5/1青灰色砂糧土 ¢2-如nの粒子、はを多く含む. cw隈出土遺物）

SR2 

XI 2 5Y5/4黄褐色粘質土 旧河道に対する地山。本来は旧河道跡堆積土と考えられる。
XII 5YR8/1灰白粘質土 旧河道に対する地山。本来は旧河道跡堆積土と考えられる。

0 2 

SR2 

I
、一

第26図 25次調査区平面図・土層図② (1 /40) 
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縁を呈する弥生土器の甕である。 12は器面に貝殻施文が認められる土器片で、弥生土器の壺と考えら

れる。 13は平底の弥生土器の底部である。調整は外面がタテハケを施すが、器面擦過により僅かに認

められる。 14は平底の弥生土器の底部である。 15は平底の弥生土器の底部で、断面観察により接合状

況が認められる。器壁は厚い。 16は土師器の甕である。 17は土師器の碗である。調整は内面が横方向

のミガキ、外面が口縁部に横方向のミガキ、体綿が横方向と縦方向のケズリが旅される。 18は土師器

の婉である。 19は土師器の壺の底部で、黒斑が認められる。 20は土師器の壺又は±ttの口縁部である。

21は瓦器の碗である。22は近世陶器の鉢である。23は元豊通賓である 。24は安山岩製の石鏃である。

大型の部類に含まれ、縁辺のみ剥離調整が認められる。 25~31は黒曜石製の凹基式と無茎式の石鏃で

ある。 32は赤チャート製の小型のスクレイパーである。 33は一部を欠損する黒曜石製のスクレイパー

である。 34は結晶片岩である。この石材は本遺跡周辺で産出されない石材であるため、搬入品と考え

られる。用途は土器混和材として用いたと推測される。

~~2 

タ=ffi:::lit:=ニ
、 10

.'——j- :7星 1

v~ u= ロニ ロ~
I I 5 

~o:·-口 □戸，
>

二」r3:,
ー

―-

1
 

一戸

｀
 

/渭，

7
 

~ Cd 
13 

第27図 25次調査区出土遺物① (1 ~22は1/3、23は1/1) 
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゜
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第28図 25次調査区出土遺物② (24~33は2/3、34は1/3) 
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2. 辻ノ尾遺跡（隣接地） （第29図～第32図 表

3・表5 図版36~図版40)

立地

本遺跡は松浦市の中心部の洪積台地上に位置す

る。標高10mから25mに立地する。

調査

10月14日に宅地造成計画にあたり遺跡照会があっ

た。当該地は開発行為が予定されたが、未周知で

あったため、試掘調査を実施した。調査区 (T)

は2mX2mの4面を 4箇所設定し、 16面を人力

掘削による調査を実施した。 第29図 辻ノ尾遺跡（隣接地）位置図 (1/10,000) 
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検出遺構

Tlは耕作土・床土を取り除くと灰褐色粘質土の不定

形プランを確認した。この土質は粘性が認められるもの

のしまりが弱い。これらより、風倒木と考えられる。 T

2は旧耕作土と埋礫の確認を行ったu 旧耕作土のV思は

出土遺物より、近匪以降と考えられる。 T3・T 4は岩

盤を確認した。

出土遺物

1は口縁部が残存する土師器の皿である。 2は口唇部

を欠損する周防系の揺鉢である。 3は口縁部が残存する

瓦器の婉である。 4は口縁部が残存する陶器の鉢である。

施釉は内面・ロ縁部と体部に認められ、瀬戸・美濃系と

考えられる。 5は白磁の碗の底部、 6は白磁の皿の底部

である。

．．
 

J
 :

 ．．
 

,
 
．
 
．．
 

．．．
 ．．
 ．．
 

ー

1

~
 

＼
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[
 一

／
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。
100.m 

第30図調査区設定図 (1/3, 000) 

r , 西壁 L H=l8. 200m T2  ffl翌 LH=l8200m 

VI V "'1. 

I 
I 

I 耕作土 11 床土 皿 7.5YR5/8 明褐色粘質土 砂岩風化礫を含む。
IV 7. 5YR2/1 明褐色粘質土 黒色粒子を含み、マンガン、鉄分が沈着する。
V I. 5YR4/l I火褐色粘質土 しまりがなく、砂岩風化礫を含む。風倒木と

考えられる。
VI 7, 5YR5/3 にぶい褐色粘質土 rt, 3cmから人頭大の自然礫を含み、しまりがある。

下層に従い、風化礫を多く含む。

ゞ

I 

n 
嘉;s,---- ,.z; -

V 

VD I 

1 耕作土 11 床土 1II 埋士 l!I 埋土
v 旧耕作土 マンガン、砂岩礫を含む。
VI 旧耕作土 マンガン、砂岩礫を合む。鉄分が沈着する。
Vll 埋礫 かさ上げの為と考えられ、充填してある。

T3西壁 LH=18.200m 

ー―――
I 耕作土 11 埋土 皿岩盤 (5YR4/6赤褐色砂礫）

T4南壁 L H =17.800m 

I 表土 1I 岩盤 (5YR4/6赤褐色砂礫）

゜
2m  

第31図 調査区平面図・土層図 (1/40) 
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第32図 調査区出土遺物 (1/3) 
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第VI章まとめ

松浦市では平成 7年度から 3ヵ年ずつの継続事業として、市内の埋蔵文化財の確認・試掘調査を実

施している。今回の報告した遺跡は、平成21年度の田口高野遺跡 5次、久保園遺跡 7次、宮ノ下リ遺

跡 7次、平成22年度のぎぎが浜遺跡、辻ノ尾遺跡4次、栢ノ木遺跡24次、平成23年度の栢ノ木遺跡25

次、辻ノ尾遺跡（隣接地）である。この 3ヵ年分の報告で、重要な事項を挙げてまとめとする。

久保園遺跡はこれまでの確認・試掘調査で、縄文時代の遺物散布地、弥生時代中期の墓域、中世の

遺物散布地と認識されていた。しかし、 7次調査において一部、近世の遺物が混入するが、中世の遺

物を主体とする層の確認ができた。限られた調査区のため明確に言及することは避けるが、遺物包含

層として考えられる。出土した遺物より、 12世紀から14世紀と時期幅が見られる。今後、既報告の再

確認及び周辺の調査事例を待って、帰属時期を求めていきたい。

宮ノ下リ遺跡は1日石器時代・縄文時代・古墳時代前期の集落遺跡・中世の遺物散布地として認識さ

れていた。今回の調在の結果、遺物包含層は認められなかったが、柱穴跡が確誇できた。しかし、そ

の密度は少ない。また、遺物の出土点数が限られることから遺跡の範囲縁辺にあたると考えられ、今

後、調査を重ねて範囲の確定をしていかなければならない。

栢ノ木遺跡は本市における弥生時代の重要な遺跡として位置づけられており、範囲確認・ 試掘調査

を継続して実施している。 24次・ 25次調壺では、庄野川右岸に位置する沖積地を対象とした範囲確認

調査を実施した。それは、昭和51(1976)年文化庁発行の遺跡地図に記載されていた「深町遺跡Jの

存在及びこれまでの調査の結果より、遺跡範囲がこれまでより北側に展開することが想定されたため

である。調査の結果、 24次調査では柱穴跡等の遺構の展開が見られ、 25次調査では旧河道跡 (SR1・ 

SR 2) と考えられる土層の堆積が懃められた。そこから出土した遺物より、弥生時代前期と中期の

遺物を大量に含まれるものの、古代に帰属時期が求められる遺物が出土した意義は大きい。旧河道跡

の想定図を第33図に示す。この旧河道跡は地形的状況より、旧庄野川もしくはその支流として捉えら

れる。その後、江戸時代初頭頃には河川堆積土を利用して水田化したことが、土壌観察及び出土遺物

より考えられる。一方、志佐川近くの25次のTlから Tl3の調査区では湧水が激しく、目的とした深

度まで届かなかった。しかし、旧河道跡を確認したことでこれらの調介区の下層に埋没していること

が想定される。このため、本遺跡の北域の範囲は、庄野川まで展開することが確認できた。この河川

の北域には庄野の六地蔵塔が立地しており、今後、本遺跡が展開するか確認が必要であろう。

以上の 3遺跡は志佐川両岸に位置するが、これまでの調査事例より、各時期及び遺構の変遷が辿れ

ると考えられ、今後も重点的に調査を継続し志佐川流域の遺跡群として位置づけられるよう、これま

で確認された遺構・遺物の再検討を加えて、各遺跡の解明に努めなければならない。

辻ノ尾遺跡（隣接地）の結果は前章にて既述したが、現状から想定されるこの地域は、良好な地形

を呈している。各調査区より出土した遺物は、中世に集中するようである。このため、中世の開発行

為が推測され、確認する必要があるだろう。
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旧河道跡推定範囲

＼
 

巴遺構検出調査区

第33図 栢ノ木遺跡19次から25次調査区配置図

(1 /3, 000) 
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111ロ布ti逍跨 5次

番1号· 1 渕~-1f.:区IH', ~ 恐 1 こ〗ナイ甘：こ I りF:~I り；:i I賛
久保園迅跡 7次

番号 潤企区 HU・ 屈 種類 器杜
法泣(cm)I Iは復冗径・ 残存仙

口歪 底径 紐席

I TS 日 土 師 紐 杯 (12,4) (2.7) 

2 T2 I・D l~Ii 沿 杯 (1.8) 

3 TS "' 土 師 器 Jf (2.5) 

4 T5 m .l: 師器 Jf (22) 

5 TS ＂ 
土師器 ,J、111l 1,2 

6 T4 
＂ 

l帥器 杯 (1.9) 

7 T4 m 土 師 料 杯 (2 I) 

8 T4 m J_師器 杯 (23) ， T4 fi' 土 師 膀 杯 (2、51

JO T5 ID le師器 杯 (13,4) (I! 0) (23) 

11 TS ID 土師器 杯 (4.8) (124) 

12 T 4 m I・ 師器 ~•Ill (7.8) (5.8) 1.2 

13 T5 町 土師器 杯 (9.2) (6 2) 2.6 

14 T5 IV 」：師器 杯 (9.2) (2 2) 

15 T5 町 土 師 器 杯 184) (15) 

16 T4 rn :I: 師袢 I不 (82) 1161 

17 TS m 土 師 器 4; 192) (j 8) 

18 T3 Ill 上糾i器 小llll 16l) (J 0) 

19 TS 皿 土 ei!i柑 q、 (17) 

20 T4 m 上闊i諾 廂 (1.2) 

21 TS m 瓦質土器 ±Ill (38) 

22 T4 
＂ 

瓦tl土若 土縞 (5.5) 

23 T4 m 黙色土群 J宛 0.6) 

24 TS ID 黙色土柑 J月 (1.3) 

25 TS ill 瓦、器 埼 (2_0) 

26 Tヽ m 瓦器 塙 (1.6) 

21 TS 
＂ 

白磁 碗 (1.7) 

28 T5 ru 白磁 婉 (2-7) 

29 TS 皿 白磁 碗 (3.0) 

30 T5 N 白磁 碗 (2.4) 

31 T5 皿 白磁 碗 (3.8) 

32 T5 JV 白磁 碗 (J.8) 

33 T5 ID 白磁 皿 (1.ll) 

3~ T2 旧 白磁 Ill (3.4) (I.I) 

35 T5 Ill 白磁 !Ill (2ふ） (LO) 

36 TS ＂ 
背磁 碗 (2.9) 

37 T5 m H 磁 碗 (3.2) 

38 TS m Ii 磁 碗 (3.5) 

39 T4 N ff 磁 碗 (0) 

440 1 
T4 ill 育磁 I;、 (1 7) 

T、] ill 村磁 碗 (4 OJ 

42 T4 皿 h 磁 杯 (25) 

~3 T、1 rn }』磁 碗 (21) 

44 T5 皿 陶蹂 (1冒6)

45 T2 rn 陶器 (4 6) 

46 T5 m 掏器 13 31 

41 T5 III 店器 4,0 4,9 

宮ノ下リ遺跡 7次

番号 溝査に 出士層 椎其i 器佳
注量(cm)()は復,dを、残存高

U佳 底径 岱麻

I T9 m 縄文土群 深鉢 (4.2) 

2 T7 O•W 土師閉 小IUl (2.5) 

3 T7 II •IV 土師岱 J~ (5.6) (l.7) 

4 Tl m. JV 白磁 婉 (5.0) (l.9) 

5 T2 V 白磁 llll (1.2) 

6 T2 IV下 粁惑 碗 (3.3) 

7 T7 Il-lV 染付 碗 3,8 0.7) 

4nノ』1,m1t2,:x

香・サ 調査区
追梢名

種類 器種
法¥tlcmJI Jは復）じ径・残存在

・出土彫 口径 底径 器函

I TS 北Pl-2 弥生土l, 売 (21.8) (7.7) 

2 TS SI{ I 弥生土諾 甕 I 13.9) (4 6) 

3 TS SK l 弥生土器 甕 (7.3) (6 6) 

~ TS SK l 弥生土器

" 
(11,4) (4.5) 

5 TS IV 弥生土器 器台 (3.8) 

6 T6 Pl9 須 思 料 賎 (5.8) 

7 TI IV 須忠笞 打体 (3.0) 

8 T3 IV 白磁 碗 (2,5) ， TI Ill 白磁 碗 (6 6) (2 0) 

JO Tl VI 白磁 皿 (3 01 (1 0) 

II T 1 VT 脊磁 碗 () 9) 

12 TI VI 酋迅 皿 (JO 6) (5 8) 1.6 

13 T3 [V 汗磁 碗 12.6) 

14 Tl VI 陶器 1ヽ 叫 - (3.1) 

15 Tl 
＂ 

滑石般品 石鋭 ．． ~ (3 8) 

,1iさ (gI 

1,0 

外面

ナデ

ナデ

ナテ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

瀾

ナデ1回柘糸切り

ナデ

ナデ／糸切り

ナデ

ナデ1回転糸切り

ナデ1回転糸切り

ナデ／回転糸切り

ナデ

ナデ/Iii]転糸切り

ナテ1回転糸切り

I'{'減

ナデ

ナデ／手頭l.f痕

ナテ’

ナデ

器面掠過

器面招過

釉

釉

釉

釉

釉

釉

柚

柚

釉

柚

釉

釉

釉

釉

釉

釉

釉

回転ナデ

回転ナデ

囮転ナデ

釉

汎

外面

条板

ナデ

序滅

-

調

外面

タテハケ

ナテ

ヨコナデ

ナデ

ナデ盾Q;ti:t線

格子Hタタキ

匝転ナテ

一

-
1史川招迅

情考

刃部欠損

整
焼成

内面

ナテ 良

ナデ 良

ナデ 且

ナ7' 良

糸切り 良

ナデ 良

ナデ 良

ナデ 良

ナデ 良

ナデ 良

ナデ 良

ナデ 良

ナデ 良

ナテ’ 良

ナデ 且

ナデ 良

ナデ 良

ナデ 良

ナデ FT 
ば滅 良

ナデ／ヨコハケ 良

ナデIハケ 良

ナデ 良

ミガキ 良

鈴而描過 良

暗文 良

釉 良

釉 良

釉 良

釉 且

柚 良

釉 良

釉 良

釉 良

相 良

柏 良

釉 良

釉 良

釉 良

釉 良

釉 且

釉 良

釉 良

回転ナデ 良

回転ナデ 良

柚 良

釉 良

笠
焼成

内面

条杖 良

ナデ i:i. 
也誠 良

良

良

良

良

整
焼成

内面

3コナデ 良

ナデ 良

肉油 且
板ナデ 良

ナデ 良

同心円文当て 良

回転ナデ 良

良

良

良

良

良

良

．．． 良

使用擦過

表2 遺物観察表①
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色悶
胎 I 催 考

外而 内面

橙色 橙色 精良砂粒子

橙色 楼色 柑良長石•砂粒子•

橙色 橙色 精良砂

橙色 橙色 枯良砂粒―(-

にぶい橙色 にぶい橙色 やや精扱紗粒子•

橙色 橙色 精良長石

にぷい柑色 1こぶい槌色 やや精緻砂粒子

明招灰色 IJl褐灰色 梢緻砂粒・了・

橙色 柑色 精徹砂粒子

橙色 楼色 枯良砂粒・了・

橙色 橙色 梢良砂粒子

昭赤褐色 柑色 やや梢緻砂拉・了・

l戊＆橙色 浅貨橙色 枯良砂粒子

橙色 橙色 精徴砂粒了・

橙色 橙色 枯良長石•石英•砂粒子

柑色 橙色 M良長石石＇英・片岩

橙色 浅貨橙色 精良砂粒子

橙色 楼色 I柑級砂粒・'(-

にぶい柑色 楼色 精仮砂粒子

il貨柑色 汲釘楼色 枯良長ti•'./,英

褐灰色 貨燈色 やや精級艮石・石英・片岩

褐灰色 浅貨掩色 やや精級長,,.;,英

褐灰色 褐灰色 梢級砂粒子 内忠

褐灰色 褐灰色 ややm扱長｀石 • 石英 両黒

庶褐色 忠褐色 やや梢扱

灰色． 灰色 枯椴

桔級 碗IV類

精級 碗 [V類

梢級． 碗W類

精徴 碗V類

精級 碗v類

← 粘級 碗¥I類

精級 皿IV類

精級 ffil!V-2 

楕級 皿IV-I

精級 龍泉す系・碗 l類

梢緻 訛泉窯系・碗0煩

精級 nli~l窓系・碗 1-4類

柄檄 愧泉惑系・婉0類

桔級 泄泉窯系・ lj,111類

精緻 能泉窯系・碗B群

粕板 糀泉究系・杯m頚

-精緻 磋殷・碗rr類

灰色 灰色 梢級 高罷陶器

灰色 灰赤色 精緻白色粒子 中国産？

暗褐色 灰白色 精緻煎色粒子 朝鮮症（雑釉陶器？）

柑版 窯道具

色浪l
胎 土 債 考

外面 内面

極赤褐色 極赤褐色 ややIA級長石•石英

没黄楼色 浅貨橙色 やや精綴砂粒—'(-

褐灰色 褐灰色 やや柑級艮石・石.,

やや楕級 釉あの刹隧が見られる

枯緻 皿IX類

精級 麟盆系・碗Il類

精緻

色調
胎 土 備 考

外而 内面

烹褐色 橙色 やや梢緻長石• 石英

黒褐色 黒褐色 やや枯緻長石・石英 砂媒

虹色 煤褐色 やや精散長石•石英 SKl-8 

橙色 黒褐色 やや精成長石石英 SKI-I 

楼色 黄柑色 やや精緻艮石•石炎 祀前型器台と思われる

灰白色 灰白色 やや栢緻長石 外面自然釉がかかる

褐仄色 褐灰色 柑級長石• 石英 東播磨系

精徴 碗IID-2類

精板 碗＼＂類

精緻 皿IX-l類

精級 同安窯系・碗m類

栴緻 伺安窯系・皿 l-2b類

精緻 麻殷系

やや梢級赤色粒子 碗又は1庁蔵具

褐灰色 1月褐灰色 ― 鍔付型



栢ノ木辿跡2~次

遺格名
法益

番号 渦奔区 種類 器種 餃大艮 散大幅 骰大I'/. 備考
・出土陪

(cm) (cm) (cm) 
叩さ (g)

l6 T 7 Il・III 貨岩 駈甲片刃石芹 (3 9) 29 1.0 15,2 

17 T 5 IV -只石- 扁平片刃石斧 (5 8) 2.9 0.8 23 6 

18 T 6 p 10 .'.'.', D/1石 打鏃 2.3 1,85 OA 1.0 

19 T 5 VI :!'. nw石 石鏃 2.15 2.4 0.4 20 被然の痕跡が認められる

20 T 1 IT・ill 梵昭石 石錫 2,8 195 0,5 20 

21 T3 皿 安山岩 石鏃 2,0 ]3 0,4 1 0 

22 T3 N 黒咽石 剥片 2.45 1.4 0,2 1,0 二次加工が認められる

23 T5 SK I 玄武岩 栢石 10.3 9.1 2、8 398.0 

24 T6 IV 木製品 不明 17.4 2.3 19 

栢ノ木沿跡25次

播号 渕企区 追惰名 種類 器柚
法:;(cm) ()は復元径・残存高 講l 整

焼成
色調

胎 土 惰 考
口径 底径 器函 外面 内而 外面 内面

1 Tl9 SR I 土師器 埼 (8.21 0.6) ぽ滅 荏滅 良 符色 橙色 梢緻砂岩風化礫 rr層出十

2 Tl9 SR2 須忠器 蓋 113.41 12 8) 且i転ヨコナデ 回転ヨコナデ 良 灰色 灰色 精緻長ゎ

3 Tl9 SR2 弥生i器 亮 （四） ナデ／キザミ ナデ ややR にぶい黄l旺色 灰鉗橙色 やや仇俄ぷ『石英・統片岩砂ほt子
4 Tl9 SR2 弥生土勝 甕 (2.B) ナデ／キサミ ナデ 良 褐I火色 灰褐色 やや精級長石・石英 ・粘晶片岩

5 Tl9 SR2 弥，-t土器 尭 (4.2) ョコナデ ョコナデ 良 灰褐色 灰褐色 やや粘緻長石• 石灸

6 Tl9 SR2 弥生土器 壺 (3 7) ナデ ナデ やや良 にぶい橙色 灰褐色 やや枡屎 l叶i・石英 • 桔品片岩 • 砂岩粒子

7 Tl9 SR2 弥生土器 売 ・壺 (5 8) 歴滅 l!J. 滅 ややJ¥ にぷい橙色 灰褐色 やや＂板長石 、6英・給品片岩，砂岩粒子

8 T19 SR2 弥牛上器 党 ・砥 (9,0l 15.7) ナデ ナデ やや良 仄渇色 灰掲色 やや t源長石•石英 ・ 桔晶片岩 • 砂岩粒子

法埜

番号 濶査区 逍構名 種類 器種 蚊大長 最大幅 嵌大厄
重さ (g)

柚＃

(cm) (cm) (cni) ， Tl9 SR 2 玄武岩 石包）． 75 4,5 0.7 32.0 

番号 洞査Iえ 出土潤 fl.[ 類 器種
法品(cm)I)は復元径 ・残lf高 説 愁

焼成
色既

胎 土 I侑 ＃ 
口径 底径 器高 外l面 内WI 外面i 内而

10 Tl7 

＂ 
弥生土器 甕 (J.8) ナデ1キザミ ナデ ややR 橙色 橙色 やや栢扱長b • li英・桔＆片岩•砂音粒子

11 Tl8 YI 弥生土器 甕 (34) タテハケ ナデ ややR 灰沿褐色 にぷい荷樅色 ややい氣艮Ti・石英・桔品I:岩 • 砂祖抒

12 TIS ¥11 弥生土器 窃 (3.1) 摩滅 条痕 ややR にぶい黄楼包 灰故色 ややn禄艮li • l,英・桔品片岩・砂岩柑子

]3 T18 VI 弥生1器 或=．、―出’― (l.6) タテハケ ナデ やや良 橙色 橙色 やや耕級 fiTi・ 石英 ・ 桔o'a片岩 • 砂岩粒子

14 TIS ,1 弥生土謡 甕・壺 (7,2) (4,9) ナデ 1全滅 やや良 にぶい褐色 苅柑色 やや柑倣長石 • E英 ヽ 桔品 It岩 紗苔粒了

15 1'19 V 弥'I・上器 央 ・壺 (9.8) (4,1) ナデ ナデ ややJ¥ 橙色 にぶい褐色 やや精啜長石， li英・桔晶片岩・紗岩粒子

16 T 19 V 土師岱 吏 (3,6) タアハケ ナデ やや月 灰褐色 赤褐色 やや梢級長石 ・ 石英• 砂岩粒—/-

17 Tl8 11 土師器 廂 (3.751 ヘフケズリ ・ミガキ ミガキ 良 明赤褐色 nJJ赤褐色 やや精緻長石• 石英・砂岩粒子

18 TIS ¥1 t師器 J宛 (3.2) 度滅 磨滅 良 朽色 栂色 やや梢緻艮石 • 石英• 砂岩粒子

19 Tl7 V 土師器
盆• . (]5) ナデ ナデ ややR 明褐色 にぶい橙色 やや桔緻長ゎ ・ 石英• 砂岩粒子

20 Tl8 VI I rill器 ,血., (LS) 序滅 ョコナデ 艮 橙色 橙色 やや粘級艮石 • 石芙• 砂岩粒子 /~? 

21 Tl9 III 瓦器 碗 (1.8) 麿滅 歴滅 良 闊色 黒色 やや精級

22 T18 \~ 陶器 針~ •— (2.8) 釉1回転ヨコナデ 釉 良 粘緻

法 益

番号 調杏区 出土桜 種類 器種 銭径 内行 銭ワ
猾Id (e) 

備考

(cm) (cm) (cm) 

23 TI9 I 金屈器 銅銭 2.、 19 0,15 I 3,0 尤翌通貨

法趾

帯号 調査に 出土厄 石柱 器種 u人l! Q-/-閲 最大限
犯さ (g)

備考

{(ffl) (,.1 (cm) 

24 T20 IT 安Ill岩 石鏃 3,5 2.11 0.7 6,0 

25 Tl7 N 黙曜石 石鏃 3.4 1.6 0.5 2.0 

26 Tl7 Il 氾曜石 石鏃 2,7 1.4 0.3 10 

27 T19 V 黒曜わ わ鏃 2.2 15 05 1 0 

28 Tl9 V 忠l濯石 石銀 1.8 23 06 2.0 

29 TIS V :., .. 雌ゎ h 鏃 LB 25 04 05 

30 Tl8 V 閉illi石 石鏃 2i 20 03 1 0 

31 T20 m 黒財i石 石銑 2.9 18 0.4 20 

32 Tl8 V 赤チャート スクレイパー 2,3 28 0.8 3.0 

33 Tl7 Ill 忠曜石 スクレイバー 2,8 4,1 1.1 9,0 鈴桶翌石刃技法が認められる

34 T 19 N 糾n片岩 不 11/j 11.9 9.9 16 259 0 

辻ノ尾追跡（佐接地）

番号 濶在区 出上屈 社類 器社
法地(cm)I Iは復元径・残存高 調 整

焼成
色魂

胎 土 慌 考
口径 底径 器高 外面 内而 外面 内面

1 Tl V 土師器 皿 (2.01 吃滅 ほ滅 艮 凶橙色 孔橙色 枯緻砂岩風化礫

2 T 1 III 固器 拙鉢 (2.5) ナテ ナデ 良 灰色． 灰白色 粘級長石・ゎ英 周防系

3 T2 V 瓦器 碗 (1.9) 庶滅 ほ滅 良 灰白色 灰白色 梢緻

4 T2 V 似J器 鈴 (1.9) 釉／ナデ 釉 良 /:ic色 オリープ灰色 やや栴紋石英 ，り＇，色粒了’ 瀬戸 .'le克系'

5 T 1 Il 白磁 碗 (l.6) 良 梢綴 碗w類

6 T2 V 白磁 I! (4.2) (2.2) 良 粘祓 皿VI類

表3 遺物観察表②
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旧口高星おむ跨 5次 柏ノ木追跡24次

番号
沿1月名

出 1迅物
・111・1. 屈

番号
心!~名

出土,fi物
/11:l: 培

T 1 D ナイフ形石器 D anフレイク 凡片その他

T2 I 近1u,閲器 ． obフレイク 近且掬柚

IV oh疇 finフレイク ~ TI コア

幻~llllnK7 次

番号
逍1困名

/1¥土迅物
・111:1: 暑

VI '"フレイク 中世1帥辟白磁碗同安岱：系近世磁袢
T2 

灰ob7レイク 加工痕のある右路中世土面括佃泉烹系近且磁器11 

IW ob・anフレイク 弥生土器

I 中1廿土師器 近世防磁岱

TI rn '"フレイク 中世I帥器臼磁碗同安名系近RU陶磁器その他
屈位不~)

obフレイク 灰obフレイク 加工jj(のあるTi袢 弥生」一器 1喰糾器

巾Ill土師路抽泉烹系近世防器

p I 白磁mt その他 1 anフレイク 須忠諾中但土師器近I!>囚磁岱瓦片その他

I • D 中世」師牲近世陶磁"凡It
T2 m 小lit土閲器白磁碗近ill:磁岱瓦片石片

T3 
m 石鐵弥生士岱 ，I沸：土師揺． ob ,nフレイク 近世陶沿

p I 中世Hti, n• ob• ,nフレイク 加工般のある石器弥生.I.器白磁碗近Ill渕器

I• Il 須忠竹瓦w中lit土 師 器 白 磁 碗 白 磁 皿 白 磁 碗IV類石片
T3 

m 中世土師荏

I '"フレイク 近世l'ij磁荏

T4 a ob• nnフレイク }ft.ohフレイク

n 
ob 7レイク '"チップ須忠買，i'I廿土師炸砒呆窯系 白磁碗

近世1:出磁器凡片 その他

日 '"フレイク 近世阻器

ロ ob• aaフレイク 弥生土袢近世磁骰

T、1 obフレイク '"チ）プ弥生土料瓦質中世土師器 白磁碗w類
町

洸泉烹系廿白磁祐入陶牒凡片滑石裂品粘品1ヤ岩須恵竹近1仕磁器

m ob・anフレイク 弥牛I帷． ob• oaフレイク obチップ弥生土器中1じ1n,1,器白磁碗近111:磁器

IV obフレイク anチソプ弥生土l, 中世土師雅 白磁碗翰入陶器 凡IT IV ob・:inフレイク 弥牛土器

排_le一 弥生:le器中世Urn謡 近 憔 陶 器 . ob• oaフレイク'"チップ右鐵弥生：I・ 器瓦竹他泉窯系その他

Il 
ob 7レイク ,nチップ弥生土粘中世土師稚 白磁碗 白磁皿 G1泉窯系

近槌掬磁席 その他

VI ob・.inフレイク .inチップ弥生土柑

Pil l ob・anフレイク 弥生土器

p 2 'i』It土師l怜 Pil 2 :inフレイク

TS w obフレイク '"チノプ弥'lI -1, •~\!! 土帥器白磁碗lV類 白磁皿

龍泉烹系瓦l'( 束 播 屯 系 翰 人 囚 謡 石IM 近世陶器その1也

北p;,1勺 :inフレイク

SX I ob• anフレイク 弥'Iご．土諾

IV 
obフレイク '"チップ :ti糾 ;;:1、,1-.土諾 須忠i,; ,i,m-土R~器

白屈碗龍泉烹系

北Pl ob anフレイク 縄文土器弥生：t・ 器

北P2 縄文l器弥'.I・」土器. 弥生l牲凡竹中世 IMi l~ 磁碗 l勺槌1111nc泉窯系 悩 I 雑文土料

情J. 沐生心 I川見U 四ヽ SK I 1~9 ob• anフレイク 弥,1-土i~

SK I ob・aaフレイク 石料製品弥生：I I• 
宜ノ下＇）近跡 7次 pl obフレイク 弥'/•.土l, 近I町滋器

訴号
l!l!At, 

Ill土逍物
・出土陪

p 2 ob・aaフレイク 弥生土料
T5 

p 3 obフレイク 弥,1,_±器近且紐器

I obフレイク 近枇阻磁株 p 4 ob• ~n フレ イク 灰obフレイク 弥生I器

T 1 r • n ""フレイク 近恨肉磁器 p 5 弥生上器

rn 白紐碗 p 6 弥生土路

r-m ob・anフレイク 他呆窯系近世紐芥 p 7 '"フレイク 弥生土器

N 近世肉紐器 p 8 obフレイク 弥生土器

T2 IVド
ob・,nフレイク obUフレイク 弥生：I: 牲 中l!tU酎器 白磁碗

能泉窯系碗rr頚怜入 附 諾 近1肛り器

p 9 '"フレイク 弥生土器

Pll 弥生i器

V anフレイク 龍泉窯系 P 12 obフレイク

tJ~ 土 '"フレイク 『MIi:土!・Ii僻 P 13 ob・anフレイク 縄文J・.硲弥牛.I粒

T3 
u ob・anフレイク 瓦お瓦IT 近世内磁店

排土 近世磁器

P 15 ob ,nフレイク 縄文土諾弥生土路

P 16 '"フレイク 弥生：t器

I ob・'"フレイク 近世｝仕荏凡1ヤその他 p 17 obフレイク 灰ob7レイク

T、1 m ohフレイク P 18 obフレイク 弥生1辟

IV '"フレイク 近世阻磁器その他 p ]9 ""フレイク 弥生土料須忠岱

1-111 ob• aoフレイク 白磁碗近世磁料 P20 obフレイク 弥生土器

IV ob• aoフレイク 白磁碗近Ill:磁器 P21 obコア obフレイク 灰obフレイク 弥生・I僻

V obフレイク 弥生土採近世約磁科
T5 

VJ nnコア nnフレイク

I・Il ob・aaフレ イク //1.'t土器 「rm土師榜 近世陶磁辟

ill ob•'" フレイ ク 弥生土器近世磁器

¥I ob・anフレイク IV ob・oaフレイク 弥生土器

俳土 ob• aoフレイク 近Ill粒J磁 器 そ の 他 ． obフレイク 弥生」・器

I・ll obフレイク 須出．器輸入位1器近皿磁粒

T6 m ob・aaフレイク 弥生土器須.fl; f,t.(窯系近世阪磁謡
V 

oh• nnフレイク anチップ灰obコア Jm上痕のある石器 石錘

T6 純文 I器弥牛上器須恵器，t• 匪土師l, 他炭盆系その他

IV ob7レイク VI ob・,nフレイク 弥生土料中世1-n眉荏

I D 弥生土器近世掬磁楼 ¥ID obフレイク 弥化土器

T7 m ob・anフレイク 近(11:囚船益 PS ob·,nフレイク縄文—l器弥,~_J.器

日 ・1V ob・anフレイク須忠荏中匪：I: 師器白磁碗近I劃潟磁糾瓦 P9 ob• anフレイク ll<ubフレイク 弥生士笞

TB 
I ll obフレイク弥生土器同安?系近世l'il熟荏瓦

rn ob• aaフレイク obU 巾枇土師器 //;j防系 近1町；り岱

p IO obフレイク 石煤弥't土僻

Il ob・'"フレイク 弥生土芯近世磁荏

T9 田 ob・::inフレイク 純文：L荏 Il・III obフレイク 石器梨品弥生土柑

辻ノ尾泊跡 4次
T7 

m 近世阻器

N・V ob・aaフレイク 弥生土器 r,u;t惑系

酋号
逍柑名

II', 土迅物
・出土湿

Vド ob・aaフレイク 縄文土甜近lltfり磁柑

Pit l anフレイク

TJO obフレイク 近代L製品 I 瓦器近1仕閲器

T9 Il 近世均器

栢ノ木油趾：24次 m 白磁碗近世陶滋器その他

．爵号
込1昇名

lU土,/j1勿
・Ill土円

I 弥生土器近ii>磁器

TJO Il ob・anフレイク 須忠器近I!!掬磁器

I ob・anフレイク 須恵蹄近II!附器その他 W '"フレイク 弥生土器須出諾中世・I・師器

D ob• onフレイク 弥生i!, 白 磁 碗 近 世m、Jl器瓦／「その他

I• D 石媒 栢ノ木追跡25次

m 
ob・'"フレイク 滑石片・伝糾弥生l点§ 土ii,柑須恵悩

'" LI! 土師器白屈碗侃泉烹系同安烹系近世磁器
番号

遺情名
tt¥.t;1J: 物

・出土吊

Tl N 
ob•'" フレイク '"コア灰obフレイク 桔，恰片岩弥生土器須忠群

中1せ土師器束1爵1ll系翰人陶祥近世関磁荏その他

}<採 弥生土器近世磁器

T 1 a その他

V ob• anフレイク anコア 須恵器 I obチップ

v下 ob• aaフレイク 弥生土器須出特中世土師粒白磁碗能泉窯系近,~磁器 rr 近憔磁器

VI 白磁皿IX類池泉燕 系 同 安 経 系 袷 入F!J器鉗銭（花永通宝） T2 Ill ""チップ近世洵磁器その他

p;,1勺 ob• rinフレイク 灰obフレイク 土師器 IV 近且磁特

ラペルなし ob• anフレイク 須忠器 排土 白磁碗

表4 出土遺物一黄表①
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lrlhl<遺阿お次 栢ノ木遺跡25次

番号
遺情名

出土遺物
・出土吊

番号
迫柑名

出土逍物
・出土昴

Il 弥生土器近ilt閲磁器 I ob・aaフレイク 中世．ー上師採他泉窯系 白磁Ill 銅銭近世磁器

T3 m 土錘 IT ob・aaフレイク 弥生土器 紐泉照系近1旧磁器

排土 瓦片 川 ob・aoフレイク弥生I器瓦器白磁碗その他

T4 
ロ obフレイク obチップ

m obチノプ土師器その他
N 

ob・aaフレイク 灰obフレイク 石岱製品（赤チャート） 弥生土器

土帥器中II!土師器そのI~

I obフレイク 弥牛:1,骰須心器近世陶磁器その他

T6 
n obフレイク 近世困磁特瓦片その他

IV anフレイク

排土 白磁碗近世悶器

V 
ob・aaフレイク 灰obフレイク 石鏃弥生土悩上師謡

白磁lnl その他

VJ ob•'" フレイク 弥生土器 上師特
T!9 

ob・anフレイク 9が生土脳 土師器Iり

I 弥生土器近但閲磁お その他
T7 

その他

゜
排土 ob aoフレイク 灰ob7レイク 弥生土粒

SR-I I ob・aoフレイク 弥生土料土峠諾その他

I obフレイク 近世洵磁料瓦片
T8 

ob・anフレイク 弥生土甜Il 
T9 I 近但阻磁諾

SR-I Il '"フレイク 弥生土若 巾罷土仰器

SR-21 
ob・'"フレイク 灰obフレイク 石器製品 加工痕のある石器

弥生土器士師甜 m,↓；．笞その他

［ ob・m, フレイク 弥生土器 土師器近枇俎器 SR-2Il anフレイク

TIO III ob・anフレイク 弥生土器輸入1潟器 排土 ob・a11フレイク 灰obフレイク 弥生土器

排土 obフレイク I ob・aoフレイク 弥生土牲 中IIと土師許近枇掏磁器

I その他
TII 

近J附磁器Il 

T20 ロ ob・aoフレイク 石鏃弥生土器近世磁器

＂ 
ob・ao, フレイク石鏃弥生土器土師器

I 近軋阻磁謡 その他
TI2 

中世土師器土錘近批淘磁器その他Il a.11~ 碑 1m1日喰）

I 白磁碗近枇磁沿その他
TI3 

obフレイク 近世磁器瓦片その他ll 
番号

逍情名
出土沿物一比込<

・出土府

I 近世陶磁梱 その他 I 中枇土幼器白磁碗近世磁料瓦片近・現代紺器

a ob7レイク 弥生土荏近世磁径
T!l 

obフレイク 白路碗m 
ll 中世土師粒低呆淫系 白磁碗近II!:磁器

Tl 
須点沼中I!!:土R1i器 T.色（内） 東伯磨系白磁碗m 

II obブレイク V 中世土師若

I 近 Ill:!~荏その他
Tl5 

近世舷柑 その他rn 
I '"フレイク 土師路近世磁峙

I 近世陶器

m 
obフレイク 凡器 中世土師揺 T.色（内） 白磁碗

龍泉烹系 f,J器近,~磁甜

Tl6 皿 ob・anフレイク

VI 土帥器

T2 弥生土器中1!!土帥器束播屯系 白磁碗能泉究系
IV 

翰人関柑近世悶磁特

I ob・anフレイク 近11,f卵磁甜

ロ uu. ""フレ（ク 伍倣弥生±芯土師沿近世紐屈
V 

ob• aaフレイク滑百J; 瓦器中枇.1:師器黒色（内）・（両）

白紐碗白砒Illl 白阻瓶龍以忠系輪｝、阻拙姑脆近世『句i且？；

rr ob• aoフレイク 弥生土器 T3 I ""フレイク 弥生土柑近趾磁器

m ob・aa7レイク 石器梨品加工痕のある石紐弥生土器土師辟
TI7 

obコア ob・an7レイク 右鏃加工痕のある石器弥9し土器土師器IV 

T、1 I 近杜磁器 近 ・現代磁粋

排土 近世四器

V ob・oaフレイク 滑石片弥生土器

\~ obフレイク 弥生土袢

排・I. obフレイク
表5 出土遺物一覧表②

l ob7レイク

゜
ob・'"フレイク 弥生土閉配泉窯系 白磁碗凡片

m ob・""フレイク 弥生t器その他（方解石）

IV ob•'" フレイク 弥生土器土面器

TIS ob•'" フレイク 石縁 スクレイパー（赤チャート）
V 

弥牛.-,器ヤ,ni侶須.',I.',然 i!i:lllflJ器

II ob• aa7レイク結品），'岩弥生:J_器土加器須忠器

YI ob•'" フレイク 灰obフレイク 石蹄妓品弥ル土怜土師器

排cl ob•aa フレイク 弥生土柑土師特白磁碗

番号 層位 obF anF 
結晶 弥生

須恵器
中世 黒色

瓦器 須恵質 瓦質
滑石製 龍泉

白磁 高脆 ,'f白磁
輸入 近冊 近肌

瓦 言[・
片岩 土器 土師器 土器 石鍋 窯系 陶器 陶器 磁器

ill 7 5 I 105 

゜
209 3 l 5 ］ 1 14 11 

゜
l 1 2 

゜
2 369 

T4 

IV 6 5 

゜
39 

゜
80 

゜゜゜゜゜゜
4 

゜゜
I 

゜゜゜
135 

III 22 10 

゜
44 

゜
377 3 6 

゜
3 2 10 ， 1 

゜゜
2 

゜゜
489 

T5 

N 10 1 

゜
10 1 124 

゜゜゜
l I 7 10 

゜゜゜゜゜゜
165 

計 45 21 l 198 1 790 6 7 5 5 4 31 34 1 I 2 4 

゜
2 1158 

表6 久保園遺跡7次出土遺物組成表

番号 遺構名 陪位 obF anF 灰obF UF 
石器

滑石片
弥生

土師器 須恵器
古 代

その他 計
製品 土器 土師器

Tl4 SR ¥11 I 

゜゜ ゜ ゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜
l 

Tl8 SR VII 20 23 I 

゜
2 

゜
62 30 

゜ ゜ ゜
138 

I 8 5 

゜ ゜ ゜ ゜
20 4 

゜
1 

゜
38 

SR 1 
II 2 7 

゜ ゜ ゜ ゜
20 

゜ ゜
3 

゜
32 

Tl9 
I 125 114 2 1 l 

゜
212 18 1 

゜
1 ~75 

SR2 
Il 

゜
l 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜
1 

計 156 150 3 1 3 

゜
314 52 1 4 1 685 

表7 栢ノ木遺跡25次旧河道跡出土遺物組成表
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図版



ill.ii量；l,. 

図版 1 田口高野遺跡5次還景

図版3 田口高野遺跡5次 T2北壁土層

図版5 久保園遺跡7次遠景

図版7 久保園遺跡7次T5P1・2完掘状況
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図版2 田口高野遺跡5次T1北壁土層

図版4 田口高野遺跡5次出土遺物

図版6 久保園遺跡7次T4北壁土層

図版8 久保園遺跡7次T5北壁土層
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図版9 久保園遺跡7次出土選物①
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図版11 久保園遇跡7次出土遺物③

'42 

図版13 宮ノ下リ遺跡7次T1西壁土層
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37 

図版15 宮ノ下リ遺跡7次T5西壁土層

図版10 久保園遺跡7次出土遺物②

4
 

図版12 久保園遺跡7次出土遺物④

図版14 宮ノ下リ選跡7次T2西壁土層
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図版16 宮ノ下リ遺跡7次出土還物
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図版17 ききが浜遺跡遠景 図版18 ききが浜遺跡T1西壁土層

図版19 辻ノ尾遺跡4次遠景 図版20 辻ノ尾遺跡4次T2西壁土層

図版21 栢ノ木遺跡24次T3東壁土層 図版22 栢ノ木遺跡24次T5遺構完掘状況

図版23 栢ノ木遺跡24次T5落ち込み完掘状況 図版24 栢ノ木選跡24次T6遺構完掘状況
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図版25 栢ノ木遺跡24次出土遺物①

図版27 栢ノ木遺跡24次出土遺物③

図版29 栢ノ木遺跡25次T17SR完掘状況

図版31 栢ノ木遺跡25次T19SR1・2完掘状況
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図版26 栢ノ木遺跡24次出土遺物②
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図版28 栢ノ木遺跡25次遠景

図版30 栢ノ木遺跡25次T18東壁土層

図版32 栢ノ木遺跡25次T20完掘状況
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図版33 栢ノ木遺跡25次出土遺物①

．
18 

8
 

2

1

 9
3
 

32 

図版35 栢ノ木遺跡24次・ 25次出土遺物

図版37 辻ノ尾遺跡（隣接地） T 2VI層完掘状況

図版39 辻ノ尾遺跡（隣接地） T4完掘状況
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図版34 栢ノ木遺跡25次出土遺物②

図版36 辻ノ尾遺跡（隣接地） T 1風倒木完掘状況

図版38 辻ノ尾遺跡（隣接地） T3完掘状況
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図版40 辻ノ尾遺跡（隣接地）出土遺物
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